『武家繁昌』の神話言説 : 国譲り神話を中心に (小峯和明教授定年退職記念号) by 金 英珠 & キム ヨンジュ
『
武
家
繁
昌
』
の
神
話
言
説
―
―
国
譲
り
神
話
を
中
心
に
金
英
珠
は
じ
め
に
―
『
武
家
繁
昌
』
に
つ
い
て
―
室
町
物
語
『
武
家
繁
昌
』
は
、
蚩
尤
を
討
っ
た
黄
帝
の
故
事
、
日
本
紀
と
八
幡
縁
起
な
ど
、中
国
と
日
本
の
「
武
」
に
関
わ
る
物
語
を
幅
広
く
集
め
て
、
武
家
の
由
来
を
説
き
、
そ
の
繁
昌
を
祝
言
す
る
物
語
で
あ
る
。
現
在
、
絵
巻
と
絵
本
を
合
わ
せ
て
十
五
点
以
上
の
テ
キ
ス
ト
が
確
認
さ
れ
て
お（
１
）り、
そ
の
広
が
り
が
う
か
が
え
る
が
、
版
本
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
中
島
美
弥
子
氏
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
武
家
繁
昌
』
は
「
肉
筆
の
絵
入
り
本
（
奈
良
絵
本
）
の
み
で
流
布
し
、
か
つ
多
く
の
テ
キ
ス
ト
を
残
す
珍
し
い
も（
２
）の」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
比
較
的
に
多
い
テ
キ
ス
ト
を
有
し
な
が
ら
も
、
諸
本
の
本
文
異
同
が
極
め
て
少
な
い
点
も
『
武
家
繁
昌
』
の
特
徴
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
特
徴
を
、
横
山
重
氏
は
「
頗
る
構
成
的
な
、
整
頓
し
た
物
語
で
あ
り
、
多
分
に
学
識
の
あ
る
人
の
手
に
成
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
考
へ
ら
れ
る
。
そ
れ
故
に
、
半
ば
庶
民
の
間
に
流
伝
し
た
説
話
と
は
異
っ
て
、
本
文
に
異
同
が
少
く
、
諸
本
の
詞
章
は
、
始
ん
ど
一
致
し
て
ゐ
る
と
い
っ
て
よ（
３
）い」
と
、『
武
家
繁
昌
』
の
制
作
と
享
受
を
結
び
付
け
て
論
じ
る
。
『
武
家
繁
昌
』
は
「
清
和
天
皇
の
御
宇
に
い
た
つ
て
、
六
孫
王
経
基
、
は
じ
め
て
源
氏
の
、
姓
を
た
ま
は
り
、
や
う
や
く
武
家
の
草
創
た（
４
）り」
と
、
武
家
の
は
じ
ま
り
を
源
氏
に
求
め
る
。
そ
し
て
「
寿
永
二
年
八
月
に
、
源
の
頼
朝
、
鎌
倉
に
居
な
が
ら
、
従
四
位
下
行
前
右
兵
衛
権
佐
、
源
頼
朝
朝
臣
、
征
夷
大
将
軍
の
宜
旨
を
か
う
ぶ
り
給
ひ
け
り
。
そ
の
子
頼
家
、
二
男
実
朝
、
み
な
、
お
な
じ
く
、
征
夷
大
将
軍
に
任
ぜ
ら
れ
け
り
。
東
国
の
御
家
人
等
は
い
ふ
に
及
ば
ず
、
諸
国
み
な
、
し
た
が
ひ
つ
き
て
、
武
家
の
は
ん
じ
や
う
、
こ
の
時
に
い
た
つ
て
、
さ
か
ん
な
り
」
と
、
将
軍
の
系
譜
を
源
頼
朝
に
収
束
さ
せ
て
、
そ
の
権
力
の
正
統
性
を
唱
え
る
。
こ
の
よ
う
に
、『
武
家
繁
昌
』
は
「
武
家
政
権
の
神
話
」
と
し
て
の
性
格
が
強
い
作
品
で
あ（
５
）り、
こ
れ
は
『
武
家
繁
昌
』
を
理
解
す
る
た
め
の
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。「
神
功
皇
后
の
三
韓
遠
征
」
や
「
剣
の
巻
」
な
ど
、
中
世
に
新
た
に
生
ま
れ
て
き
た
神
話
言
説
、
い
わ
ゆ
る
〈
中
世
日
本
紀
〉
が
撰
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
も
、『
武
家
繁
昌
』
は
注
目
す
べ
き
作
品
と
い
え
る
が
、『
武
家
繁
昌
』
に
関
す
る
先
行
研
究
は
中
島
美
弥
子
氏
の
論
考
を
除
け（
６
）ば、
解
題
か
他
作
品
研
究
の
一
環
と
し
て
と
り
あ
げ
ら
れ
る
程
度
に
と
ど
ま
っ
て
い（
７
）る。
本
稿
で
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
注
意
が
払
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
『
武
家
繁
昌
』
上
巻
に
焦
点
を
当
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て
、「
国
譲
り
神
話
」
を
中
心
に
『
武
家
繁
昌
』
の
神
話
言
説
を
考
察
し
た
い
。
一
、
国
譲
り
神
話
（
一
）『
日
本
書
紀
』
と
『
古
事
記
』
い
わ
ゆ
る
国
譲
り
神
話
は
、
天
孫
降
臨
以
前
の
「
在
来
の
支
配
者
を
ひ
と
ま
と
め
に
表
現
し
、彼
ら
か
ら
「
天
孫
」
へ
の
支
配
権
委
譲
な
い
し
「
天
孫
」
に
よ
る
彼
ら
の
征
服
の
過
程
を
象
徴
的
に
表
現
し（
８
）た」
物
語
で
あ
る
。
こ
の
話
は
、『
古
事
記
』
と
『
日
本
書
紀
』（
以
下
「
記
紀
」
と
略
す
）
を
合
わ
せ
て
、
三
ヵ（
９
）所に
み
え
、
所
伝
に
よ
っ
て
内
容
の
差
異
が
み
ら
れ
る
も
の
の
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ（
１０
）シが
地
上
（
葦
原
中
国
）
の
支
配
権
を
天
孫
に
譲
り
渡
す
展
開
は
共
通
す
る
。
そ
の
あ
ら
す
じ
を
簡
単
に
記
す
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
◆
「
国
譲
り
神
話
」
の
あ
ら
す
じ
ア
マ
テ
ラ
ス
は
、
自
分
の
子
孫
を
葦
原
中
国
の
主
に
す
る
こ
と
を
決
め
る
が
、
そ
こ
に
は
す
で
に
邪
し
き
鬼
ど
も
が
住
ん
で
い
た
。
国
を
譲
る
よ
う
に
伝
え
る
使
者
を
遣
わ
し
た
が
、
四
人
の
使
者
が
派
遣
さ
れ
る
も
成
功
で
き
な
か
っ
た
。
最
後
に
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
が
出
雲
の
国
に
降
り
立
ち
、
十
握
剣
を
抜
い
て
国
を
譲
る
よ
う
に
迫
る
と
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
息
子
で
あ
る
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
に
聞
い
て
く
れ
と
言
う
。
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
は
承
諾
し
て
身
を
隠
し
、
オ
ホ
ア
ナ
ム
チ
も
国
を
安
定
に
治
め
る
こ
と
が
で
き
る
広
矛
を
献
上
し
て
、
国
を
天
孫
に
譲
っ
た
。
（『
日
本
書
紀
』
本
文
に
よ（
１１
）る）
こ
の
神
話
は
、
国
譲
り
と
い
う
表
現
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
平
和
的
な
権
力
移
譲
が
語
ら
れ
る
。『
古
事
記
』
に
は
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
も
う
一
人
の
息
子
（
タ
ケ
ミ
ナ
カ
タ
）
が
登
場
し
、
国
譲
り
を
拒
ん
で
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
力
比
べ
を
お
こ
な
う
話
が
あ
り
、
武
力
的
対
立
の
様
子
も
み
え
る
。
し
か
し
、
葦
原
中
国
は
あ
く
ま
で
も
「
言
向
け
和（
１２
）平」
さ
れ
て
お
り
、『
古
事
記
』
も
武
力
で
は
な
く
言
葉
の
力
で
平
定
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
（
二
）
中
世
の
展
開
―
第
六
天
魔
王
伝
承
の
出
現
―
「
記
紀
」
成
立
以
後
、
注
釈
の
場
を
中
心
に
記
紀
神
話
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
解
釈
が
施
さ
れ
、
次
第
に
原
文
を
離
脱
し
て
新
た
な
伝
承
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
動
き
が
現
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
〈
中
世
日
本
紀
〉
の
登
場
で
あ（
１３
）る。
国
譲
り
神
話
も
例
外
で
な
く
、
早
く
も
鎌
倉
時
代
か
ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
第
六
天
魔
王
の
契
約
を
以
っ
て
日
本
国
と
天
皇
の
由
来
を
説
く
「
第
六
天
魔
王
伝
承
」
が
生
ま
れ
て
く
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
が
仏
法
を
広
め
な
い
こ
と
を
誓
っ
た
の
で
、
第
六
天
魔
王
は
日
本
国
を
去
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
子
孫
が
日
本
の
主
と
な
れ
た
と
い
う
話
で
、『
沙
石
集
』
の
「
太
神
宮
御
事
」
を
は
じ
め
、
注
釈
書
や
神
道
書
な
ど
、
多
く
の
文
献
に
取
り
入
れ
ら
れ
て
、
中
世
に
広
く
流
布
し
た
。
第
六
天
魔
王
伝
承
は
、
神
国
思
想
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
問
題
を
孕
ん
で
お
り
、
先
行
研
究
の
数
も
多
い（
１４
）が、
こ
こ
で
は
、
国
譲
り
神
話
と
同
様
、
武
力
で
は
な
く
言
葉
（
契
約
）
を
通
し
て
権
力
移
譲
が
お
こ
な
わ
れ
る
点
を
指
摘
す
る
程
度
に
と
ど
め
た
い
。
二
、『
武
家
繁
昌
』
の
国
譲
り
神
話
前
述
し
た
よ
う
に
、『
武
家
繁
昌
』
は
「
武
」
に
関
わ
る
物
語
を
中
国
と
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本
朝
の
順
に
記
す
が
、
国
譲
り
神
話
は
本
朝
部
の
初
頭
に
位
置
す
る
。
文
章
の
類
似
性
か
ら
『
日
本
書
紀
』
本
文
が
典
拠
と
想
定
さ
れ
る
が
、
数
ヶ
所
に
独
自
の
変
容
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
な
か
で
も
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
天
孫
に
国
を
譲
る
主
体
と
な
る
神
が
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
か
ら
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
に
変
わ
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
次
に
あ
げ
る
『
武
家
繁
昌
』
の
本
文
を
中
心
に
、『
武
家
繁
昌
』
に
み
ら
れ
る
変
容
に
つ
い
て
み
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
1
事
代
主
の
命
、
八
万
四
千
の
、
け
ん
ぞ
く
の
悪
神
を
し
た
が
へ
、
此
国
に
住
給
ふ
。
太
神
、
ち
よ
く
し
を
た
て
ヽ
、
此
日
の
も
と
を
皇
孫
に
わ
た
し
た
て
ま
つ
り
給
へ
と
、
の
た
ま
ひ
つ
か
は
し
給
ふ
と
こ
ろ
に
、
事
代
主
の
み
こ
と
、
さ
ら
に
う
け
が
ひ
給
は
ず
。
（
以
下
、
使
者
派
遣
の
話
が
続
く
）
2
二
神
、
す
な
は
ち
、
そ
び
ら
に
は
、
天
の
岩
靱
を
を
び
、
手
に
は
、
天
の
梔
弓
、
天
の
羽
々
矢
を
と
り
、
八
日
の
鳴
鏑
を
、
も
ち
そ
へ
、
十
握
の
剣
を
、
さ
か
さ
ま
に
つ
き
、
天
の
瓊
鉾
を
、
よ
こ
た
へ
、
あ
ま
の
ほ
し
か
ぶ
と
を
、
い
た
ゞ
き
、
玉
の
よ
ろ
ひ
を
、
御
身
に
、
ま
と
ひ
、
此
国
に
、
あ
ま
く
だ
り
、
事
代
主
の
み
こ
と
に
、
む
か
ひ
立
て
、「
我
が
君
、
あ
ま
て
ら
す
御
神
の
、
皇
孫
を
、
此
国
に
く
だ
し
て
、
あ
る
じ
と
し
、
人
民
蒼
生
を
め
ぐ
み
、
世
を
し
づ
め
ん
と
、
お
ほ
し
め
す
な
り
、
こ
の
国
を
わ
た
し
給
ひ
、
あ
し
き
祇
を
、
は
ら
ひ
給
は
ん
、
い
な
、
御
か
へ
り
事
、
申
さ
せ
給
へ
」
と
、
あ
り
し
か
ば
、
事
代
主
の
み
こ
と
、
こ
の
い
き
ほ
ひ
に
、
お
そ
れ
て
、
す
な
は
ち
国
を
、
ゆ
づ
り
た
て
ま
つ
り
て
、
悪
神
を
引
つ
れ
て
、
と
を
く
、
さ
り
給
ひ
に
け
り
。
3
た
け
み
か
づ
ち
、
経
津
主
、
二
人
の
御
神
、
こ
れ
ぞ
神
代
の
、
武
将
、
勇
士
の
、
は
じ
め
な
る
。
（『
武
家
繁
昌
』
上
巻
）
（
一
）
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
一
般
的
に
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
子
、
そ
し
て
託
宣
を
司
る
神
と
さ
れ（
１５
）る。
国
譲
り
神
話
で
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
に
尋
ね
る
こ
と
も
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
意
見
と
い
う
よ
り
、
神
託
を
求
め
る
行
為
と
み
る
方
が
妥
当
で
あ
る
。
一
四
五
六
年
頃
成
立
し
た
一
条
兼
良
の
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
は
、「
事
代
主
ノ
神
ハ
、
是
大
己
貴
ノ
之
子
ナ
リ
。
旧
事
紀
ニ
謂
ル
、
事
代
主
ノ
神
、
坐
二
倭
ノ
国
高
市
ノ
郡
高
市
社
ニ一
、
亦
云
ク
、
甘
南
備
ノ
飛
鳥
ノ（
１６
）社」
と
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
系
譜
と
現
在
の
鎮
座
地
を
記
し
、「
事
代
主
、
有
テレ
意
レ
忘
ル
ヽ
ニ
レ
世
ヲ
而
為
ナ
リ
二
隠
者
之
事
一 （
１７
）也」
と
説
く
。
隠
者
と
い
う
解
釈
は
、
言
う
ま
で
も
な
く
国
譲
り
神
話
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
。
他
方
、『
武
家
繁
昌
』
は
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
を
悪
神
を
率
い
る
地
主
神
で
あ
り
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
勅
に
逆
ら
う
存
在
と
し
て
描
写
す
る
（
引
用
文
1
と
2
）。【
図
１
】
は
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
と
二
人
の
使
者
が
対
面
す
る
場
面
の
挿
絵
で
あ
る（
１８
）が、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
の
周
り
に
は
鬼
の
姿
を
し
た
悪
神
た
ち
が
画
か
れ
て
い
る
。
そ
の
構
図
は
『
武
家
繁
昌
』
下
巻
の
土
蜘
蛛
退
治
の
図
（【
図
２
】）
に
類
似
し
て
お
り
、「
酒
呑
童
子
絵
巻
」
も
連
想
さ
せ
る
。
土
蜘
蛛
と
酒
呑
童
子
は
朝
敵
の
代
表
と
さ
れ
る
存
在（
１９
）で、【
図
１
】
か
ら
は
『
武
家
繁
昌
』
が
ア
マ
テ
ラ
ス
に
勅
に
従
わ
な
い
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
を
朝
敵
と
見
な
し
て
い
た
可
能
性
も
考
え
得
る
。
し
か
し
、『
武
家
繁
昌
』
の
よ
う
に
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
を
ア
マ
テ
ラ
ス
と
対
立
す
る
存
在
と
説
く
例
は
非
常
に
希
で
あ
り
、
管
見
の
限
り
で
は
同
内
容
を
持
つ
他
作
品
を
み
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
む
し
ろ
、
コ
ト
シ
ロ
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【図１】コトシロヌシと二人の使者が対面する場面
（中野幸一編『奈良絵本絵巻集（九）長恨歌・武家繁昌・藤袋の草子』より転掲）
【図２】土蜘蛛退治の場面
（中野幸一編『奈良絵本絵巻集（九）長恨歌・武家繁昌・藤袋の草子』より転掲）
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ヌ
シ
は
『
日
本
書
紀
』
に
は
「
事
代
主
神
、
八
尋
熊
鰐
に
化
為
り
て
、
三
嶋
の
溝
樴
姫
、
或
は
云
は
く
、
玉
櫛
姫
と
い
ふ
に
通
ひ
た
ま
ふ
。
而
し
て
児
姫
蹈

五
十
鈴
姫
命
を
生
み
た
ま
ふ
。
是
を
神
日
本
磐
余
彦
火
火
出
見
天
皇
の
后
と（
２０
）す」
と
、
神
武
天
皇
の
后
の
父
と
し
て
、
天
皇
の
系
譜
の
一
部
と
し
て
説
か
れ
る
。
さ
ら
に
、
慈
遍
の
『
旧
事
本
紀
玄
義
』
に
は
「
八
つ
、
事
代
主
神
素
戔
烏
尊
の
孫
。
大
己
貴
命
の
子
。（
中
略
）
右
の
八
柱
の
神
は
、
則
ち
八
州
守
護
の
霊
神
、
八
斉
霊
命
、
八
心
府
の
神
に
坐
す
。
故
に
式
に
は
皇
帝
の
鎮
魂
神
と
す
」
と
み
え
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
は
国
家
と
天
皇
を
守
護
す
る
天
皇
鎮
魂
の
八
神
の
一
座
と
し
て
祀
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
知
る
。
一
方
、
中
世
以
後
、『
日
本
書
紀
』
に
「
其
の
子
事
代
主
神
、
遊
行
き
て
出
雲
国
の
三
穗
三
穗
、
此
を
ば
美
保
と
云
ふ
。
の
碕
に
在
り
。
釣
魚
す
る
を
以
て
楽
と（
２１
）す」
と
あ
る
、
釣
を
す
る
神
の
イ
メ
ー
ジ
が
海
の
神
で
あ
る
エ
ビ
ス
と
重
な
り
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
と
エ
ビ
ス
の
習
合
が
お
こ
な
わ
れ
る
。
し
か
し
、
新
た
な
神
格
で
あ
る
エ
ビ
ス
の
本
地
も
『
武
家
繁
昌
』
で
語
ら
れ
る
神
格
と
ほ
ど
遠
い
も
の
と
い
え
よ
う
。
（
二
）
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
代
表
的
な
国
津
神
で
あ
り
、
葦
原
中
国
の
国
づ
く
り
で
知
ら
れ
る
神
で
あ
る
。
記
紀
神
話
に
は
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
ス
ク
ナ
ヒ
コ
ナ
の
助
力
を
得
て
、
国
づ
く
り
を
お
こ
な
う
話
が
記
さ
れ
、『
神
皇
正
統
記
』
上
巻
に
も
、ス
サ
ノ
オ
が
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
生
ん
で
根
の
国
へ
と
去
っ
た
後
、
残
さ
れ
た
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
が
「
此
国
ニ
ト
ヾ
マ
リ
テ
今
ノ
出
雲
ノ
大
神
ニ
マ
ス
、天
下
ヲ
経
営
シ
、
葦
原
ノ
地
ヲ
領
給
ケ
リ
、
ヨ
リ
テ
、
コ
レ
ヲ
大
国
主
ノ
神
ト
モ
、
大
物
主
ト
モ
申
、
ソ
ノ
幸
魂
・
奇
魂
ハ
、
大
和
ノ
三
輪
ノ
神
ニ
マ（
２２
）ス」
と
、
葦
原
中
国
の
主
と
し
て
君
臨
す
る
様
子
が
述
べ
ら
れ
る
。
国
譲
り
神
話
は
、
国
の
成
立
を
前
提
と
し
て
お
り
、
国
づ
く
り
の
主
役
で
あ
る
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
国
譲
り
神
話
は
不
可
分
の
関
係
に
あ
る
と
も
い
え
る
。
も
う
ひ
と
つ
の
国
譲
り
神
話
で
あ
る
第
六
天
魔
王
伝
承
も
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
影
響
が
認
め
ら
れ
る
。
伊
藤
聡
氏
は
、
浄
土
宗
七
祖
聖
冏
の
麗
気
記
注
釈
書
『
麗
気
記
私
抄
』「
麗
気
記
第
十
四
巻
私
抄
」
に
「
謂
天
神
ハ
色
界
ノ
諸
天
。
地
神
ハ
欲
界
ノ
天
等
也
。
故
ニ
知
ヌ
、
第
六
天
魔
王
ト
者
、
国
津
祗
ノ
始
メ
、
大
己
貴
ノ
神
也
。（
中
略
）
大
己
貴
ノ
神
ハ
広
矛
ヲ
天
ノ
官
ヘ
奉
リ
玉
フ
ヲ
指
シ
テ
而
云
レ
受
ク
ト
二
神
璽
於
魔
王
ニ一 （
２３
）歟」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
鎌
倉
時
代
に
す
で
に
第
六
天
魔
王
を
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
と
同
一
視
す
る
説
が
存
在
し
た
こ
と
を
指
摘
す（
２４
）る。
こ
の
よ
う
に
、
第
六
天
魔
王
伝
承
の
成
立
に
も
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
か
ら
ア
マ
テ
ラ
ス
へ
の
国
譲
り
神
話
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
で
は
、
何
故
『
武
家
繁
昌
』
は
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
に
変
え
た
の
か
。
そ
の
変
容
は
「
武
」
を
重
ん
じ
る
『
武
家
繁
昌
』
の
姿
勢
と
関
連
し
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
、
多
様
な
別
名
に
ふ
さ
わ
し
く
、
多
く
の
神
社
の
祭
神
と
し
て
広
く
信
仰
を
集
め
て
い
た
。
卜
部
氏
の
出
身
で
、
吉
田
神
道
を
開
い
た
吉
田
兼
倶
は
、
著
書
『
神
書
聞
塵
』
に
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
す
。
七
名
ア
ル
ゾ
。
三
輪
大
明
神
ゾ
。
稲
田
姫
ノ
腹
ゾ
。
素
戔
ノ
嫡
家
ゾ
。
日
本
地
主
ノ
神
ゾ
。
霊
山
ノ
鎮
守
ハ
、
金
毘
羅
ゾ
。
三
輪
ゾ
。
青
龍
寺
ハ
、
素
戔
ゾ
。
天
台
ト
、
比
叡
ト
、
霊
山
ト
、
三
国
ト
モ
ニ
、
三
輪
ヲ
鎮
守
ト
ス
ル
ゾ
。
大
師
ノ
釈
ニ
ア
ル
ゾ
。
青
龍
寺
ノ
素
戔
ヲ
バ
、
慈
覚
ノ
赤
山
ト
マ
ツ
ル
ゾ
。
山
王
七
社
ハ
、
七
名
ア
ル
ホ
ド
ニ
、
七
社
ト
マ
ツ
ラ
ル
ヽ
ゾ
。
名
ニ
ヨ
リ
テ
徳
ガ
ソ
レ
〳
〵
ニ
ア
ル
ゾ
。
三
国
ト
モ
ニ
此
神
ノ
主
ゾ
。
大
国
主
ハ
、
万
国
ノ
主
ゾ
。
大
物
主
ハ
、
万
物
ヲ
ホ
ド
コ
ス
ホ
ド
ニ
ゾ
。
国
作
大
己
貴
命
、
経
営
ノ
徳
ア
ル
ゾ
。
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天
照
ヲ
、
ヲ
ウ
ヒ
ル
メ
ト
云
ウ
ハ
、
天
照
ノ
名
ゾ
。
大
己
貴
ハ
、
我
ト
此
神
ノ
名
ハ
、
名
ゾ
。
タ
ツ
ト
イ
ト
云
心
ゾ
。
天
ハ
日
神
ゾ
。
地
下
ハ
、
此
三
輪
大
明
神（
２５
）ゾ。
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
別
名
と
そ
れ
を
祀
る
寺
社
を
列
挙
し
な
が
ら
、
ア
マ
テ
ラ
ス
と
対
を
成
す
存
在
と
し
て
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
讃
え
て
い
る
。
こ
こ
で
あ
げ
ら
れ
る
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
別
名
の
な
か
に
は
軍
神
と
し
て
の
性
格
を
持
つ
神
名
も
み
え
る
。「
山
王
七
社
」
は
そ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
山
王
七
社
は
日
吉
大
社
の
こ
と
で
あ
り
、
日
吉
明
神
は
朝
敵
を
討
つ
将
軍
と
し
て
の
伝
承
を
持
つ
。『
古
事
談
』
第
五
の
十
七
に
「
住
吉
大
明
託
宣
し
て
云
は
く
、
昔
新
羅
を
伐
ち
し
時
、
吾
れ
は
大
将
軍
為
り
。
日
吉
は
副
将
軍
為
り
。
其
の
後
将
門
を
伐
ち
し
時
、
日
吉
は
大
将
軍
為
り
。
住
吉
は
副
将
軍
為
り
。
是
れ
天
台
宗
の
繁
昌
に
依
り
、
日
吉
は
法
施
を
受
く
る
こ
と
無
限
に
し
て
、
威
徳
倍
増
せ
る
故
な
り
と
云（
２６
）々」
と
い
う
記
事
が
そ
れ
で
あ
り
、『
藻
塩
草
』
十
四
・
二
十
一
も
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
文
を
伝
え
て
い（
２７
）る。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
『
武
家
繁
昌
』
の
国
津
神
は
朝
敵
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
、
将
軍
の
由
来
は
下
巻
で
語
ら
れ
る
こ
と
を
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
朝
敵
を
討
つ
将
軍
と
説
く
伝
承
が
存
在
し
た
故
に
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
を
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
に
変
え
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。
（
三
）
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
『
武
家
繁
昌
』
の
国
譲
り
神
話
は
、
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
を
武
将
と
勇
士
の
は
じ
め
と
説
く
一
句
（
引
用
文
3
）
で
ま
と
め
ら
れ
る
。
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
は
、
ア
マ
テ
ラ
ス
の
命
を
受
け
て
国
譲
り
を
成
功
さ
せ
る
神
々
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
鹿
島
神
宮
（
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
）
と
香
取
神
宮
（
フ
ツ
ヌ
シ
）
の
祭
神
と
し
て
祀
ら
れ
る
。
平
安
末
期
の
歌
謡
集
『
梁
塵
秘
抄
』
に
「
関
よ
り
東
の
軍
神
、
鹿
島
、
香
取
、
諏
訪
の（
２８
）宮」
と
み
え
る
よ
う
に
、
二
神
は
古
く
か
ら
軍
神
と
し
て
名
高
く
、
武
士
た
ち
の
篤
い
信
仰
を
受
け
て
き
た
。
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
は
『
武
家
繁
昌
』
下
巻
に
も
登
場
す
る
。
八
幡
縁
起
の
段
に
「
つ
は
も
の
を
あ
つ
め
て
、
い
く
さ
の
御
門
出
、
あ
り
け
る
に
、
鹿
嶋
、
香
取
の
明
神
は
、
御
舟
の
と
も
舳
に
た
ち
、
住
よ
し
の
明
神
は
、
あ
ら
み
さ
き
と
な
り
給
ふ
」
と
、
住
吉
明
神
と
並
ん
で
、
神
功
皇
后
の
三
韓
遠
征
に
同
行
す
る
神
と
し
て
活
躍
を
み
せ
る
の
で
あ（
２９
）る。
『
武
家
繁
昌
』
は
、
序
文
に
「
む
か
し
も
今
も
、
異
国
も
、
我
て
う
も
、
下
克
上
と
て
、
下
と
し
て
上
を
か
ろ
し
め
、
臣
と
し
て
君
を
な
ゐ
か
し
ろ
に
す
る
」
た
め
に
「
武
」
は
必
要
で
あ
る
と
強
調
す
る
。
国
譲
り
神
話
が
『
武
家
繁
昌
』
に
選
ば
れ
た
理
由
は
、
こ
の
話
に
主
君
に
従
い
敵
を
退
け
る
武
将
が
描
か
れ
て
い
る
点
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
物
語
の
真
の
主
人
公
を
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
の
二
神
と
み
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、『
武
家
繁
昌
』
の
独
自
表
現
、
つ
ま
り
、
本
文
（
引
用
文
2
）
と
絵
画
（【
図
１
】）
に
み
ら
れ
る
精
細
な
武
装
の
描
写
、
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
が
二
神
の
勢
い
を
畏
れ
て
国
譲
り
を
決
心
す
る
展
開
（
引
用
文
2
）
も
、
主
人
公
を
引
き
立
て
る
た
め
の
演
出
と
し
て
自
然
に
納
得
で
き
る
。
「
下
克
上
」
に
「
武
」
を
以
っ
て
対
応
す
る
と
い
う
姿
勢
は
『
武
家
繁
昌
』
全
体
に
現
れ
て
い
る
。
国
譲
り
神
話
の
次
に
続
く
海
幸
山
幸
神
話
は
、
本
来
は
、
兄
（
海
幸
・
ス
セ
リ
）
の
釣
針
を
無
く
し
た
弟
（
山
幸
・
ヒ
コ
ホ
ホ
デ
ミ
）
が
釣
針
を
取
り
戻
し
て
、兄
を
服
従
さ
せ
る
と
い
う
話
で
あ
る
が
、
『
武
家
繁
昌
』
に
は
兄
弟
関
係
が
逆
転
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
兄
が
弟
の
釣
針
を
探
し
に
龍
宮
を
訪
問
し
て
い
る
間
、
弟
が
「
兄
の
み
こ
と
の
御
留
主
に
、
く
ら
ゐ
を
、
う
ば
ひ
ど
り
」
し
た
の
で
、
兄
は
「
大
に
い
か
り
給
ひ
て
、
御
神
い
く
さ
、
は
じ
ま
り
つ
ゝ
、
両
陣
た
が
ひ
に
、
ふ
せ
ぎ
た
ヽ
か
ふ
」
こ
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と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
は
「
頼
朝
政
権
の
正
統
性
を
伝
え
よ
う
と
す
る
姿（
３０
）勢」
と
と
も
に
、「
下
克
上
」
に
対
す
る
強
い
警
戒
心
も
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
お
わ
り
に
『
武
家
繁
昌
』
は
序
文
に
文
武
を
車
の
両
輪
や
鳥
の
両
翼
に
た
と
え
て
「
文
武
二
道
は
天
下
を
治
め
る
た
め
の
大
道
で
あ
る
」
と
述
べ
、
文
と
武
の
双
方
の
調
和
を
強
調
す
る
。
し
か
し
、
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
よ
う
に
、「
武
」
に
関
す
る
物
語
で
あ
り
、
源
頼
朝
を
中
心
と
す
る
武
家
政
権
の
由
来
が
説
か
れ
る
。『
武
家
繁
昌
』
は
、
中
国
故
事
や
日
本
紀
な
ど
の
既
存
物
語
を
並
べ
、
物
語
選
別
と
所
々
に
独
自
の
表
現
を
施
す
こ
と
で
、
ひ
と
つ
の
作
品
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
る
。本
稿
で
は
、武
家
政
権
の
神
話
と
い
う
『
武
家
繁
昌
』
の
性
格
を
念
頭
に
お
き
な
が
ら
、「
国
譲
り
神
話
」
に
み
え
る
独
自
表
現
に
つ
い
て
考
察
し
て
き
た
。
国
譲
り
神
話
は
、
天
孫
が
日
本
の
支
配
権
を
在
地
勢
力
か
ら
譲
り
受
け
る
物
語
で
あ
る
。
天
孫
の
権
威
を
認
め
、
宣
旨
に
し
た
が
う
形
で
国
譲
り
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
天
孫
降
臨
の
正
統
性
を
強
調
す
る
。
そ
れ
に
比
べ
、『
武
家
繁
昌
』
は
天
孫
降
臨
に
至
る
過
程
に
焦
点
を
当
て
る
。
ア
マ
テ
ラ
ス
の
勅
に
逆
ら
う
地
主
神
（
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
）
を
服
従
さ
せ
、
天
孫
降
臨
を
実
現
さ
せ
た
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
が
高
く
評
価
さ
れ
る
。
中
世
以
降
、
祭
神
や
始
祖
の
権
威
上
昇
を
計
っ
て
記
紀
神
話
に
そ
の
由
来
を
求
め
る
神
話
が
現
わ
れ
る
。『
武
家
繁
昌
』
も
武
家
政
権
の
正
統
性
を
天
皇
（
記
紀
）
に
求
め
る
同
様
の
趣
旨
を
持
つ
も
の
で
あ
る
が
、
記
紀
神
話
の
用
い
方
に
注
目
す
べ
き
特
徴
が
あ
る
。「
国
譲
り
」
で
は
使
者
で
あ
る
タ
ケ
ミ
カ
ヅ
チ
と
フ
ツ
ヌ
シ
に
焦
点
を
当
て
て
武
将
の
は
じ
ま
り
と
し
て
位
置
づ
け
、「
海
幸
山
幸
」
で
は
神
戦
の
は
じ
ま
り
が
説
か
れ
る
よ
う
に
、
原
典
と
は
異
な
る
結
び
方
を
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
結
び
だ
け
で
な
く
本
文
表
現
に
も
独
自
の
表
現
は
い
く
つ
も
確
認
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
変
容
は
、
武
家
政
権
の
神
話
作
り
と
い
う
作
品
全
体
を
貫
く
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
加
え
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。『
武
家
繁
昌
』
は
「
武
の
出
現
」
か
ら
「
武
家
政
権
成
立
」
ま
で
を
体
系
的
に
記
す
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
が
、
体
系
を
整
え
る
た
め
に
も
修
正
は
避
け
ら
れ
な
か
っ
た
と
い
え
よ
う
。『
武
家
繁
昌
』
に
は
国
譲
り
神
話
以
外
に
も
複
数
の
神
話
言
説
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
『
武
家
繁
昌
』
を
読
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る
。
今
後
さ
ら
に
研
究
を
進
め
て
い
き
た
い
。
注
（
１
）
松
本
隆
信
『
室
町
時
代
物
語
類
現
存
本
簡
明
目
録
』
井
上
書
房
、
一
九
六
二
年
。
横
山
重
・
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語
集
（
五
）』
井
上
書
房
、
一
九
六
二
年
。
徳
田
和
夫
編
『
お
伽
草
子
事
典
』
東
京
堂
出
版
、
二
〇
〇
二
年
。
な
ど
参
照
。
（
２
）
中
島
美
弥
子
「『
武
家
繁
昌
』
の
表
現
―
八
幡
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
八
三
、
二
〇
〇
〇
年
一
月
。
（
３
）
横
山
重
・
太
田
武
夫
校
訂
『
室
町
時
代
物
語
集
（
五
）』
井
上
書
房
、
一
九
六
二
年
。
（
４
）
以
下
、『
武
家
繁
昌
』
の
詞
書
は
赤
本
文
庫
旧
蔵
本
（
絵
本
二
巻
、『
室
町
時
代
物
語
集
（
五
）』
所
収
）
に
よ
る
。
但
し
、
誤
字
と
脱
字
は
赤
木
文
庫
旧
蔵
（
絵
巻
、『
室
町
時
代
物
語
大
成
（
十
一
）』
所
収
）
等
の
諸
本
を
参
考
に
改
め
た
。
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（
５
）
中
島
美
弥
子
「『
武
家
繁
昌
』
の
将
軍
―
日
本
武
尊
か
ら
源
頼
朝
へ
―
」『『
平
家
物
語
』
の
転
生
と
再
生
』
風
間
書
院
、二
〇
〇
三
年
三
月
。
（
６
）
注
（
２
）
と
注
（
５
）
参
照
。
（
７
）
市
古
貞
次
『
中
世
小
説
の
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、一
九
五
五
年
。
大
林
美
千
代
「『
す
み
よ
し
ゑ
ん
ぎ
』
に
お
け
る
彦
火
々
出
見
尊
の
説
話
に
つ
い
て
」『
国
文
研
究
（
名
古
屋
大
学
）』
四
、
一
九
七
五
年
。
佐
伯
真
一
「
頼
朝
と
軍
記
・
説
話
・
物
語
」『
平
家
物
語
遡
源
』
若
草
書
店
、
一
九
九
六
年
。
な
ど
。
（
８
）
新
田
一
郎
「
虚
言
ヲ
仰
ラ
ル
ヽ
神
」『
列
島
の
文
化
史
』
六
、
一
九
八
九
年
九
月
。
（
９
）
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
・
神
代
下
・
第
九
段
は
、
本
文
と
全
八
つ
の
一
書
を
有
す
る
が
、国
譲
り
神
話
を
記
す
の
は
本
文
と
一
書
第
一
の
み
。
『
古
事
記
』
上
巻
。
（
１０
）
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
は
「
大
国
主
神
」、「
大
己
貴
命
」、「
大
汝
命
」、「
八
千
矛
神
」
な
ど
多
く
の
別
名
を
持
つ
。
本
稿
で
は
、
便
宜
上
、
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
に
統
一
し
、
他
の
神
名
も
カ
タ
カ
ナ
表
記
を
原
則
と
す
る
。
た
だ
し
、
本
文
引
用
は
本
文
の
ま
ま
に
記
す
。
（
１１
）
坂
本
太
郎
ほ
か
校
注
『
日
本
書
紀
』
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
（
以
下
、『
日
本
書
紀
』
の
本
文
引
用
は
同
書
に
よ
る
）。
（
１２
）
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
古
事
記
』
小
学
館
、
一
九
九
七
年
。
（
１３
）
伊
藤
正
義
「
中
世
日
本
紀
の
輪
郭
―
太
平
記
に
お
け
る
卜
部
兼
員
説
を
め
ぐ
っ
て
―
」『
文
学
』
四
〇
・
一
二
、
一
九
七
二
年
十
月
。
阿
部
泰
郎
「
日
本
紀

と
い
う
運
動
」（『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』、
一
九
九
三
年
三
月
。
な
ど
。
（
１４
）
新
田
一
郎
前
掲
論
文
注
（
８
）。
伊
藤
聡
「
第
六
天
魔
王
説
の
成
立
―
特
に
『
中
臣
祓
訓
解
』
の
所
説
を
中
心
と
し
て
―
」『
中
世
天
照
大
神
信
仰
の
研
究
』
法
蔵
館
、
二
〇
一
一
年
。
阿
部
泰
郎
「
魔
王
と
の
契
約
―
第
六
天
魔
王
神
話
の
文
脈
―
」『
中
世
軍
記
の
展
望
台
』
和
泉
書
院
、
二
〇
〇
六
年
。
な
ど
。
（
１５
）
国
学
院
大
学
日
本
文
化
研
究
所
編
『
神
道
事
典
』
弘
文
堂
、
一
九
九
四
年
七
月
。
コ
ト
シ
ロ
ヌ
シ
を
オ
オ
ク
ニ
ヌ
シ
の
子
と
す
る
説
は
「
記
紀
」
を
は
じ
め
、
日
本
紀
注
釈
書
、
そ
し
て
『
倭
姫
命
世
記
』
の
よ
う
な
神
道
書
に
も
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
（
１６
）
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
上
第
五
（
神
道
大
系
『
日
本
書
紀
注
釈
（
中
）』
所
収
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
）
（
１７
）
『
日
本
書
紀
纂
疏
』
下
第
一
（
神
道
大
系
『
日
本
書
紀
注
釈
（
中
）』
所
収
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
八
五
年
）
（
１８
）
本
場
面
に
代
わ
り
、
天
稚
彦
が
雉
を
射
る
場
面
の
図
が
入
る
テ
キ
ス
ト
も
あ
る
。
本
場
面
が
確
認
で
き
た
テ
キ
ス
ト
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
本
（
絵
巻
二
巻
、
中
野
幸
一
旧
蔵
）
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ス
ペ
ン
サ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
本
（
絵
本
二
巻
）
で
、双
方
の
絵
画
表
現
は
近
似
す
る
。
（
１９
）
佐
伯
真
一
「「
将
軍
」
と
「
朝
敵
」」『
平
家
物
語
遡
源
』
若
草
書
房
、
一
九
九
六
年
。
中
島
美
弥
子
前
掲
論
文
注
（
５
）。
（
２０
）
『
日
本
書
紀
』
神
代
下
・
巻
第
一
・
第
八
段
・
一
書
第
六
。
（
２１
）
『
日
本
書
紀
』
巻
第
二
・
神
代
下
・
第
九
段
・
本
文
。
（
２２
）
『
神
皇
正
統
記
』（
神
道
大
系
『
北
畠
親
房
』
所
収
、
神
道
大
系
編
纂
会
、
一
九
九
二
年
）
（
２３
）
高
瀬
承
厳
校
訂
『
麗
気
記
私
抄
麗
気
記
拾
遺
抄
』
一
九
三
三
年
。
（
２４
）
伊
藤
聡
前
掲
論
文
注
（
１４
）。
（
２５
）
『
神
書
聞
塵
』（
神
道
大
系
『
日
本
書
紀
注
釈
（
下
）』
所
収
、
一
九
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八
五
年
）
（
２６
）
『
古
事
談
』（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
『
古
事
談
・
続
古
事
談
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）
（
２７
）
『
藻
塩
草
』（
大
阪
俳
文
学
研
究
会
編
『
藻
塩
草
・
本
文
篇
』
所
収
、
和
泉
書
院
、
一
九
七
九
年
）
（
２８
）
『
梁
塵
秘
抄
』（
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
『
神
楽
歌
』
所
収
、
小
学
館
、
二
〇
〇
〇
年
）
（
２９
）
『
八
幡
愚
童
訓
（
甲
本
）』（
日
本
思
想
大
系
『
寺
社
縁
起
』
所
収
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）
や
『
八
幡
縁
起
絵
巻
』（
新
修
日
本
絵
巻
物
全
集
『
天
神
縁
起
絵
巻
・
八
幡
縁
起
・
天
稚
彦
草
紙
・
鼠
草
紙
・
化
物
草
子
・
う
た
た
ね
草
紙
』
所
収
、
角
川
書
店
、
一
九
八
一
年
）
な
ど
に
も
同
様
の
内
容
が
み
ら
れ
る
。
（
３０
）
中
島
美
弥
子
前
掲
論
文
注
（
２
）。
（
き
む
・
よ
ん
じ
ゅ
韓
国
外
国
語
大
学
校
非
常
勤
講
師
）
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